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Periodontal disease in patients receiving dialysis. Int J Mol Sci 20(15): 3805, 2019 (IF:4.183) ＊ 
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B-a 
1. 矢田秀雄, 澤井豊光, 古賀 晢, 吉岡寿麻子, 松尾信子, 迎 寛: アトルバスタチンやモンテルカストによる薬剤性肺炎

が疑われた 1 例. 日本呼吸器学会誌 8(1): 36-41, 2019 

2. 田原正浩, 山﨑 啓, 池上博昭, 福田洋子, 内村圭吾, 立和田 隆, 野口真吾, 川波敏則, 城戸貴志, 迎 寛, 矢寺和博: 加味

帰脾湯による薬剤性肺障害の１例. J UOEH 41(1): 51-56, 2019 

3. 鈴木一枝, 土屋暁美, 中村絵里花, 川田満栄, 荒川由美子, 野田夏海, 池田津奈子, 長池恵美, 宮崎智子, 橋詰淳哉, 神田絋

介, 中村忠博, 本田琢也, 福田 実, 芦澤和人： 看護師による抗がん剤ルート確保の取り組み. 癌と化学療法 46(4): 679-

683, 2019 

4. 尾長谷 靖, 河野哲也, 深堀 範, 坂本憲穂, 松本武浩, 福島千鶴, 迎 寛: 当院の術前紹介システムにおける慢性閉塞性

肺疾患に関する検討. 長崎医学雑誌 94(2): 110-113, 2019 

5. 松尾信子, 對馬秀樹, 澤井豊光, 赤城和優, 井手昇太郎, 吉岡寿麻子, 迎 寛: 肺結核治療中に、高度の汎血球減少をきた

し再生不良性貧血と診断した１例. Kekkakku 94(7): 419-423, 2019 

6. 安東恒史, 今泉芳孝, 山本和子, 田中萌, 財前圭晃, 田口正剛, 榊智佳, 一瀬将広, 古本嵩文, 橋本美紀, 藤岡真知子, 坂本

光, 蓬莱真喜子, 糸永英弘, 佐藤信也, 澤山靖, 波多智子, 迎 寛, 福岡順也, 井上大輔, 宮﨑泰司: 副甲状腺切除後に異所性

肺石灰化を認めた多発性骨髄腫. 臨床血液 60(7): 785-790, 2019 

7. 依田彩文, 中道聖子, 松原 大, 長浦由紀, 山梨啓友, 坂本憲穂, 安倍邦子, 大園惠幸, 前田隆浩: A Case of Sarcoidosis 

Diagnosed After Detection of High Serum Carbohydrate Antigen 19-9 Levels. 日本病院総合診療医学会雑誌 15: 73-77, 2019 

8. 石岡泰知, 山本和子, 井手口周平, 梅村明日香, 高園貴弘, 西條知見, 今村圭文, 宮崎泰可, 井上大輔, 迎 寛：飛蚊症で発

症した眼結核症の２例. Kekkaku 94(10): 497-502, 2019 

9. 上野芙央, 浦松 正, 崎村直史, 山下鮎子, 太田祐樹, 北村峰昭, 小畑陽子, 坂本憲穂, 迎 寛, 西野友哉: 原因検索に苦慮

した急性肉芽腫性間質性腎炎の 1 例. 長崎医学会雑誌  94(3): 153-158, 2019 

B-b 
1. 山口 博之, 福田 実: 脳転移に有効な薬物療法の開発. Medical practice 36(2): 267-269, 2019 

2. 石本裕士: 間質性肺炎の増悪・急性間質性肺炎. 内科 123(1): 95-98, 2019 

3. 石本裕士: 経ステロイド（間質性肺炎）. 内科 123(3): 379-382, 2019 

4. 山本和子, 迎 寛: １ペニシリン系抗菌薬 実践的感染症診療. Medical Practice 臨時増刊号 36: 54-60, 2019 

5. 迎 寛：呼吸器疾患と膠原病. Medical practice 36(6):982, 2019. 

6. 迎 寛: 特集 高齢者肺炎の見極めと治療のポイント 監修. 日本医事新報 4959: 17, 2019 

7. 赤田憲太朗, 野口真吾, 川波敏則, 畑 亮輔, 内藤圭祐, 迎 寛, 矢寺和博: 誤嚥性肺炎の病態および原因菌について. J 

UOEH 41(2): 185-192, 2019 

8. 石本裕士, 迎 寛: 間質性肺炎の診断で注意するポイント. 臨床と研究 96 (7): 855-859, 2019 

9. 迎 寛: 咳嗽セクションの改定のポイント. 呼吸器ジャーナル 67(3): 544-545, 2019 

10. 尾長谷 靖、迎 寛: 咳嗽の成り立ちから見た治療戦略. 呼吸器内科 36(4): 334-340, 2019 

11. 迎 寛: 咳・痰のガイドライン. NHK テキストきょうの健康 11: 108-112, 2019 

12. 平山達朗、迎 寛: インフルエンザ 外来で診る高齢者感染症. 臨床と研究 96(12): 1366-1370, 2019 

13. 平山達朗, 宮崎泰可: 肺真菌症 カンジダ. 感染と抗菌薬 22(4): 270-275, 2019 

14. 高園貴弘：質疑応答プロからプロへ アレルギー性気管支肺アスペルギルス症の現在の考え方と治療法について. 

日本医事新報 4992: 62-62, 2019 

15. 尾長谷 靖：「咳嗽・喀痰の診療ガイドライン 2019」の特徴と概要は？ 日本医事新報 4983: 53-54, 2019 

16. 住吉 誠, 宮崎泰可: 肺炎. 月刊薬事 61(16): 27-32, 2019 

17. 今村圭文: 高齢者肺炎の治療とポイント. 日本医事新報 4959: 30-36, 2019 

18. 田代将人、泉川公一：[実践的]感染症診療 カンジダ症．Medical Practice 36 増刊号：337-340, 2019 

19. 田代将人：目で見るトレーニング 問題 899 アレルギー性気管支肺アスペルギルス症. Medicina 56(1): 170-175, 

2019 



 

 

                                           

6 

 

20. 田代将人：目で見るトレーニング 問題 904 単純性肺アスペルギローマ. Medicina 56(3): 548-554, 2019 

21. 田代将人：目で見るトレーニング 問題 911 侵襲性肺アスペルギルス症. Medicina 56(6): 961-966, 2019 

22. 田代将人：浮遊真菌とリザーバー INFECTION CONTROL 22(4): 270-275, 2019 

B-c 
1. 迎 寛（委員長）、尾長谷靖（事務局）：日本呼吸器学会 咳嗽・喀痰の診療ガイドライン 2019, 2019 

2. 迎 寛: 肺真菌症. 今日の治療指針 2019 年版: 294-295, 2019 

3. 迎 寛: クラミジア（クラミドフィラ）・ニューモニエ感染症. 今日の治療指針 2019 年版: 213-214, 2019 

4. 迎 寛: 感染症における宿主と微生物の反応. 中山書店改訂第９版内科学書: 11-12, 2019 

5. 迎 寛: 寄生虫性肺疾患１原虫肺疾患・２蠕虫肺疾患. 中山書店改訂第９版内科学書: 462-463, 2019 

6. 矢寺和博, 迎 寛: 肺炎の原因菌の遺伝子診断. 臨床呼吸器感染症学: 41-45, 2019 

7. 野口真吾, 迎 寛: 医療・介護関連肺炎治療の考え方と実践. 臨床呼吸器感染症学: 153-168, 2019 

8. 川波敏則, 迎 寛: 胸膜炎. 臨床呼吸器感染症学: 208-212, 2019 

9. 松元信弘, 迎 寛: 寄生虫性肺疾患. 臨床呼吸器感染症学: 261-270, 2019 

10. 城戸貴志, 迎 寛: じん肺症. 気管支鏡テキスト 改訂第 3 版: 254-255, 2019 

11. 髙園貴弘, 迎 寛: 1361 専門家による私の治療 2019-20 年度版.S3-12 肺真菌症. 日本医事新報, 2019 

12. 高園貴弘, 山本和子：臨床呼吸器感染症学 市中肺炎治療の考え方と実践, 2019 

13. 山本和子. IV.ガイドラインに基づく肺炎診療の実際. 2.市中肺炎治療の考え方と実践. G.補助療法. H.その他考慮すべ

き市中肺炎. 臨床呼吸器感染症学: 139-152, 2019 

14. 伊藤裕也, 宮崎泰可: 肺真菌症. 臨床呼吸器感染症学: 245-255, 2019 

15. 宮崎泰可: 伝染性単核球症. 今日の治療指針 2019 年版: 231-232, 2019 

16. 今村圭文: 肺炎診療ガイドラインに基づく肺炎の分類と診療の考え方. 臨床呼吸器感染症学: 114-124, 2019 

17. 田代将人. 感染経路別予防策. 臨床呼吸器感染症学: 295-301, 2019 

18. 西條知見, 迎 寛: 抗菌薬. 呼吸器疾患 最新の治療 2019-2020: 98-104, 2019 

B-d 
1. 山本和子: マクロファージ免疫応答に着目した肺炎球菌肺炎の病態の解明と新しい治療法の開発. 平成 30 年度長崎医

学同窓会医学研究助成金・研究成果報告. 長崎県医師会報平成 31 年 3 月号: 7-8, 2019 

  

 

論文研究業績集計表  
 
論文数一覧 

  A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計 

2019 63 3 0 0 0 66 59 9 22 18 1 0 50 116 
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学会 
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学会 
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論文総数に係る教員生産係数一覧 

  

 欧文論文総数  

論文総数 

教員生産係数 

（欧文論文） 

 SCI掲載論文数  

欧文論文総数 

教員生産係数 

（SCI掲載論文） 

2019 0.569 5.500 0.894 4.917 

 

Impact factor 値一覧 

  Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor 

2019 187.152 15.596 3.172 

 


